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東
京
都
医
師
会
で
は
、
ウ
ィ
ズ

／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る

医
療
提
供
体
制
の
抜
本
的
な
改
革

と
社
会
保
障
の
理
想
像
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
」

を
設
置
し
て
い
る
。
本
会
議
は
４

つ
の
論
点
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
に
分

け
て
議
論
を
重
ね
、
取
り
ま
と
め

た
結
果
を
順
次
発
表
し
て
い
く
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
、
４
月
15
日

（
金
）
に
東
京
都
医
師
会
館
で
開

催
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

第
１
ク
ー
ル
の
検
討
成
果
を
披
露

し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は

当
初
は
会
場
参
集
の
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
６
波
が
再
び
拡
大
傾
向
を

見
せ
て
い
た
た
め
、
会
場
参
集
に

加
え
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ

配
信
を
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

へ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

更
に
、
よ
り
慎
重
な
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
会
場
参
加
者

全
員
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
抗

原
定
性
検
査
の
陰
性
結
果
を

入
場
条
件
と
し
た
。
な
お
、

会
場
入
り
口
で
は
東
京
都
医

師
会
が
提
唱
す
る
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
顔
写

真
認
証
付
き
抗
原
定
性
検
査

結
果
証
明
シ
ス
テ
ム
（
通
称
〝
東

京
コ
ロ
ナ
パ
ス
〞）」
を
活
用
し
、

検
査
を
実
施
し
た
。

開
会
挨
拶
で
は
尾
﨑
治
夫
会
長

が
本
会
議
の
設
立
趣
旨
を
説
明

し
、
続
い
て
来
賓
代
表
と
し
て
参

議
院
議
員
の
武
見
敬
三
氏
、
羽
生

田
俊
氏
、
自
見
は
な
こ
氏
が
挨
拶

し
た
。
ま
た
、
司
会
を
務
め
た
黒

瀨
巌
理
事
が
、
来
賓
の
熊
木
正
人

厚
生
労
働
省
医
政
局
総
務
課
長
、

松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
常
任
理

事
、
雲
田
孝
司
東
京
都
福
祉
保
健

局
次
長
、
清
水
惠
一
郎
東
京
都

各
科
医
会
協
議
会
会
長
（
東
京

内
科
医
会
会
長
）
を
紹
介
し
た
の

ち
、
壇
上
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
。

基
調
報
告
で
は
、
本
会
議
の
仕

組
み
と
全
４
ク
ー
ル
の
検
討
項
目

に
つ
い
て
香
取
照
幸
委
員
長
か
ら

紹
介
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
菅
原

琢
磨
座
長
よ
り
、
第
１
ク
ー
ル
の

論
点
に
関
す
る
提
言
の
取
り
ま
と

め
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ

れ
た
。
更
に
、
増
田
幹
生
委
員
よ

り
３
月
末
か
ら
実
施
さ
れ
た
東
京

都
医
師
会
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

「
社
会
保
障
と
医
療
に
関
わ
る
東

京
都
医
師
会
員
の
意
識
調
査
」
の

集
計
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
全
容
は
、
東
京
都

医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲

載
す
る
予
定
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

発
表
の
後
に
は
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
最
後
に
平
川
博
之
副
会
長

よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
盛
会

の
う
ち
に
約
２
時
間
に
及
ぶ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。
終
了
後

に
は
記
者
会
見
が
開
催
さ
れ
、
マ

ス
コ
ミ
各
社
が
参
加
し
た
。
記
者

か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
へ
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。関
係
者
一
同
は
、

本
会
議
へ
の
注
目
度
の
高
さ
を
改

め
て
再
認
識
し
、
第
２
ク
ー
ル

の
討
議
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ

た
全
て
の
皆
様
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
京
都
医

師
会
員
各
位
、
本
会
議
委
員
等

の
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
。

第
1
ク
ー
ル
の
論
点「
国
家
財
政
と
医
療
経
済

 

（
超
少
子
高
齢
社
会
の
医
療
）」に
関
す
る
提
言
を
発
表
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東
京
都
在
宅
療
養
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
平
成
21
年
度
よ
り
開
催

さ
れ
、
今
年
度
で
13
回
目
を
迎
え

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
令
和
２
年
度
は
在
宅

療
養
推
進
研
修
と
の
合
同
開
催
と

し
、
今
年
度
は
３
月
13
日
（
日
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
医
療
介
護

従
事
者
お
よ
び
都
民
を
対
象
に
、

東
京
都
と
東
京
都
医
師
会
が
共
催

で
企
画
し
て
い
る
も
の
で
、
本
年

度
は
70
名
が
参
加
し
た
。
尾
㟢
治

夫
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
土
谷

明
男
理
事
の
司
会
で
進
行
し
た
。

第
１
部
で
は
、
昨
年
３
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹

患
し
た
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
中
畑

清
氏
に
西
田
伸
一
理
事
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
実
際
に
感
染
し

て
感
じ
た
こ
と
や
都
民
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
保
健
所
の
丁

寧
な
対
応
に
安
心
感
を
得
た
こ
と

や
、
日
頃
の
体
調
管
理
の
重
要
性

が
語
ら
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
Ａ

Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）
に
関
す
る
質
問
も

あ
り
、「
最
期
は
自
宅
で
」
と
の

思
い
が
述
べ
ら
れ
た
。

第
２
部
で
は
、
迫
村
泰
成
東
京

都
医
師
会
在
宅
医
療
協
議
会
委
員

長
か
ら
、
一
般
診
療
所
と
し
て
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
取
り
組
み
や
検

査
・
診
断
、
そ
し
て
自
宅

療
養
者
へ
の
医
療
支
援
な

ど
、
新
宿
区
独
自
の
病
診

連
携
や
多
職
種
に
よ
る
地

域
連
携
に
つ
い
て
講
演
が

あ
っ
た
。
迫
村
委
員
長
が

会
長
を
務
め
る
新
宿
区
医

師
会
在
宅
ケ
ア
・
介
護
保

険
委
員
会
で
は
、
早
期
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
医
療
介
護
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、

病
床
逼
迫
時
に
軽
快
し
た

入
院
患
者
を
早
期
に
地
域

で
診
て
い
け
る
よ
う
医
療

介
護
提
供
体
制
に
つ
い
て

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
る
。

閉
会
に
あ
た
り
、
平
川
博
之
副

会
長
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
更
な
る
在
宅
療

養
体
制
の
整
備
は
、２
０
５
０
年
に

向
け
た
地
域
力
向
上
に
つ
な
が
る

と
結
び
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
ら

�

～
経
験
者
が
語
る
～

令
和
３
年
度 

東
京
都
在
宅
療
養
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中畑氏と西田理事

最
近
、
東
京
の
近
未
来
を
可
視

化
し
た
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。『
２

０
３
０
年
の
東
京
』（
河
合
雅
司
・

牧
野
知
弘
、
祥
伝
社
新
書
）
で
あ

る
。
本
書
で
は
仕
事
、
家
族
、
街
・

住
ま
い
、
暮
ら
し
、
老
後
の
視
点

か
ら
２
０
３
０
年
の
東
京
を
可
視

化
し
て
い
る
。

東
京
都
の
総
人
口
は
１
９
９
７

年
以
降
25
年
連
続
で
増
加
し
て
い

た
が
、
２
０
２
１
年
に
26
年
ぶ
り

の
減
少
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
増
減
の
変
動
要
因
別
に

み
る
と
、
他
県
か
ら
の
転
入
超
過

は
未
だ
続
い
て
い
て
、
９
８
５
７

人
増
で
あ
っ
た
。
一
方
、
都
内
の

自
然
増
減
で
は
死
亡
数
が
出
生
数

を
上
回
り
自
然
減
（
３
万
２
８
７

３
人
減
）
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
各
企
業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を

推
進
し
た
こ
と
で
、
転
出
が
増
加

し
た
か
と
思
わ
れ
た
が
、
東
京
に

は
他
県
か
ら
若
者
が
ま
だ
集
ま
っ

て
き
て
い
る
。
一
方
、
都
内
で
は

出
生
数
よ
り
も
高
齢
者
の
死
亡
が

上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
か
ら

見
る
と
、
東
京
一
極
集
中
は
ま
だ

止
ま
ら
ず
、
転
入
超
過
は
続
い
て

い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
東
京
は
世

界
屈
指
の
人
口
集
積
地
で
あ
り
、

「
集
積
の
経
済
」
が
東
京
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
人
口
の
高
齢
化

が
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
る
。
若

者
を
供
給
し
て
き
た
地
方
で
若
者

が
減
少
し
、
そ
の
結
果
、
や
が
て

は
東
京
へ
流
入
す
る
若
者
が
減

る
。
そ
う
す
る
と
東
京
は
急
速
に

老
け
込
み
、
街
の
風
景
が
変
わ
っ

て
く
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
急
激
に

縮
小
し
、
東
京
が
ど
ん
ど
ん
と
つ

ま
ら
な
く
な
る
。
東
京
の
成
功
モ

デ
ル
で
あ
る
集
積
の
経
済
が
成
り

立
た
な
く
な
る
。

人
口
の
変
化
は
当
初
ゆ
る
や
か

に
進
む
の
で
、
従
来
の
社
会
モ
デ

ル
で
も
し
ば
ら
く
は
通
用
す
る
。

東
京
は
高
齢
化
が
進
ん
で
も
現
在

の
社
会
生
活
、
経
済
活
動
、
医
療

体
制
を
だ
ま
し
だ
ま
し
２
０
３
０

年
く
ら
い
ま
で
は
行
う
こ
と
が
可

能
な
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
２
０
３
０
年
頃
に
は

社
会
は
激
変
し
、
街
の
風
景
は
一

変
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
買
い
物

難
民
、
手
術
の
半
年
待
ち
、
鉄
道

会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
破

綻
、
治
安
の
悪
化
し
た
街
か
ら
富

裕
層
が
出
て
い
く
こ
と
で
市
の
財

政
が
破
綻
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の

詐
欺
の
増
加
、
こ
れ
が
ま
た
治
安

の
悪
化
に
つ
な
が
る
。

そ
の
後
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
代
初
頭

が
日
本
、
東
京
に
と
っ
て
当
面
最

大
の
正
念
場
と
な
る
。
２
０
３
０

～
２
０
４
０
年
の
10
年
間
は
待
っ

た
な
し
に
東
京
が
急
速
に
老
け
込

む
。
つ
ま
り
「
２
０
３
０
年
の
東

京
」
は
激
変
の
入
り
口
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
道
筋
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
近
未
来
か

ら
の
投
影
を
基
に
、
今
か
ら
の
８

年
間
で
か
な
り
の
仕
込
み
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
き
良
き
東

京
を
捨
て
、
新
し
い
新
・
東
京
モ

デ
ル
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
過

去
の
成
功
体
験
に
し
が
み
つ
き
た

い
中
高
年
ほ
ど
変
化
を
軽
視
し
て

問
題
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
が
ち

だ
。
こ
れ
ま
で
は
ズ
ル
ズ
ル
と
来

て
し
ま
っ
た
。
小
手
先
の
改
革
で

は
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。

〈
今
の
日
本
社
会
の
風
景
〉

・
新
宿
駅
の
通
勤
風
景

１
９
７
０
年
代
は
20
代
か
ら

30
代
の
若
者
が
多
く
、
歩
み
が
早

か
っ
た
。
２
０
２
２
年
の
今
は
中

高
年
の
行
進
で
歩
み
が
遅
い
。

・
江
の
島
の
海
水
浴
場

１
９
７
０
年
代
は
泳
げ
な
い

く
ら
い
10
代
と
20
代
が
多
く
、
30

代
の
家
族
連
れ
は
少
し
だ
っ
た
。

今
は
白
髪
頭
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が

目
立
つ
。

�

（
新
井 

悟
）

�
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３
０
年
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祥
伝
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高
齢
化
が
進
む
東
京
で
は
、２
０
３
０
年
頃
に
社
会
が
激
変
す
る
入
り
口

を
迎
え
る
。そ
れ
ま
で
に
新
し
い
東
京
モ
デ
ル
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

老いる
東
京
を
可
視
化
す
る

２
０
３
０
年
の
東
京
を
可
視
化
し
、

新
しい
社
会
モ
デル
を
考
え
る

地 区 医 師 会 長
連 絡 協 議 会 報 告

令和4年 4月15日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
濃
厚
接
触
者
の
特
定
や
行
動

制
限
等
に
つ
い
て
、
東
京
都
か
ら

通
知
が
発
出
さ
れ
た
の
で
、
改
め

て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

（
２
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

発
熱
患
者
等
の
診
療
お
よ
び
検
査

体
制
確
保
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
発

熱
患
者
等
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
地
域
の
医
療
機
関
で

適
切
に
診
療
や
検
査
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、診
療
・

検
査
体
制
の
確
保
支
援
事
業
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
よ
り
多
く

の
医
療
機
関
に
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

（
３
）
地
区
医
師
会
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
ト
医
に
関
す
る
担
当
理
事
連

絡
会
に
つ
い
て

　

東
京
都
医
師
会
で
は
、
高
齢
者

の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
的
に
、
今

年
度
よ
り
東
京
都
健
康
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
フ
レ
イ
ル

サ
ポ
ー
ト
医
養
成
研
修
を
開
始
す

る
。
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
医
の
必

要
性
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
説
明

す
る
標
記
連
絡
会
を
４
月
21
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
す
る
の
で
、
フ
レ
イ
ル

予
防
に
関
連
が
あ
る
担
当
理
事
に

出
席
を
お
願
い
す
る
。

（
４
）
令
和
３
年
度
医
療
従
事
者

向
け
梅
毒
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
動
画

の
周
知
に
つ
い
て

　

近
年
、
都
内
の
梅
毒
患
者
の
報

告
数
が
急
増
し
て
お
り
、
令
和
３

年
は
平
成
11
年
に
感
染
症
法
に
基

づ
く
調
査
が
始
ま
っ
て
以
降
、
最

も
多
い
２
４
５
１
件
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
が
医
療
従

事
者
向
け
に
診
療
に
必
要
な
知
識

や
情
報
が
得
ら
れ
る
研
修
動
画
を

作
成
し
た
の
で
、
会
員
へ
の
周
知

を
お
願
い
す
る
。

（
５
）
令
和
４
年
度
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
補
助
事

業
の
実
施
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
対
象
者

（
令
和
４
年
度
に
65
歳
に
な
る
方
、

以
降
５
歳
ご
と
に
１
０
０
歳
ま
で

の
方
等
）
に
補
助
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
改
め
て
情
報
提
供

し
た
。

（
６
）「
新
規
開
業
医
の
た
め
の
保

険
診
療
の
要
点
（
総
論
）」
に
つ

い
て

　

東
京
都
医
師
会
で
は
、
新
規
開

業
す
る
医
師
が
保
険
診
療
の
仕
組

み
や
ル
ー
ル
を
習
得
し
、
日
常
の

診
療
で
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
標
記
冊
子
を
作
成
し
た
。
本

冊
子
は
、
既
に
地
域
医
療
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
る
先
生
方
に
も
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
６

月
発
行
予
定
の
各
論
と
ま
と
め
て

地
区
医
師
会
へ
の
送
付
を
予
定
し

て
い
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
に
つ
い
て

�

（
八
王
子
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議

「
社
会
保
障
と
医
療
に
関
わ
る
東

京
都
医
師
会
員
の
意
識
調
査
」
結

果
報
告
に
つ
い
て

　

３
月
18
日
（
金
）
の
地
区
医
師

会
長
連
絡
協
議
会
で
協
力
を
お
願

い
し
た
標
記
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
、
こ
の
た
び
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
の
で
報
告
し
た
。
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３
月
12
日
（
土
）、「
東
京
都
民

の
た
め
の
医
療
連
携
と
は
：
Ｅ
Ｍ

Ｒ
（
電
子
カ
ル
テ
）・
Ｅ
Ｈ
Ｒ
（
電

子
的
医
療
記
録
）・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
個

人
の
健
康
記
録
）
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
東
京
都
医
師
会

第
33
回
医
療
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
尾
㟢
治
夫
会

長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｐ

Ｃ
で
行
う
報
告
が
増
え
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
を
縦
割
り
行
政
の
た
め

に
全
て
別
々
に
書
き
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
由
々
し
き
問

題
だ
が
、
そ
れ
を
こ
な
し
て
お
ら

れ
る
会
員
に
感
謝
す
る
」「
東
京

都
医
師
会
で
は
、
東
京
総
合
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
続
け
て

お
り
、
普
及
を
期
待
し
て
い
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
地
区
医
師

会
医
療
情
報
担
当
理
事
連
絡
協
議

会
を
兼
ね
て
お
り
、
冒
頭
に
目
々

澤
肇
理
事
よ
り
①
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
策
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ

─

Ｓ

Ｙ
Ｓ
利
用
促
進
、
コ
ロ
ナ
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の

開
設
、
自
宅
療
養
者
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、
発
熱
外
来
の
地
図
上
表

示
、Ａ
Ｉ
問
診
を
併
用
し
た
診
療
・

検
査
医
療
機
関
検
索
）、
②
東
京

総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現

況
、に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

参
加
病
院
を
15
ま
で
増
加
さ
せ
、

年
度
内
に
更
に
４
病
院
が
参
加
す

る
。
ま
た
、
診
療
所
・
中
小
病
院

か
ら
の
閲
覧
方
法
が
確
定
し
、
参

加
医
療
機
関
を
募
集
中
で
あ
る
こ

と
が
公
表
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
１
「
官

民
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事
業
の
進
展
状
況
と
将

来
的
な
Ｅ
Ｍ
Ｒ
／
Ｅ
Ｈ
Ｒ
と
の
連

携
に
つ
い
て
」
で
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

株
式
会
社
サ
ー
ビ
ス
統
括
本
部
の

田
口
健
太
担
当
部
長
が
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い

て
述
べ
た
。
す
で
に
導
入
が
始

ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
は
、
過
去
の
処
方
情
報
や

健
診
結
果
の
参
照
が
可
能
で
Ｐ
Ｈ

Ｒ
の
基
本
部
分
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
更
に
電
子
処
方
箋
も

同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
は
海
外
の

Ｅ
Ｈ
Ｒ
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
連
携
に
つ
い

て
の
概
説
が
あ
り
、
更
に
国
内
で

の
Ｊ

─

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
日
本
医
師
会

医
療
情
報
管
理
機
構
）
に
お
け
る

試
験
的
な
連
携
研
究
に
つ
い
て

も
現
状
報
告
と
今
後
の
進
行
計

画
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
講
演
２
「
患
者
の
立

場
で
考
え
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
と
望

ま
し
い
将
来
像
」
で
は
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医
療
人
権

セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ
の
山
口
育
子

理
事
長
が
、
賢
い
患
者
と
な
る
た

め
に
は
医
療
デ
ー
タ
を
患
者
自
身

が
収
集
し
て
、
自
分
の
病
気
を
理

解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

語
っ
た
。
そ
の
う
え
で
医
療
者
と

患
者
は
「
協
働
」
す
べ
き
で
あ
り
、

医
療
者
が
利
用
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｒ
・
Ｅ

Ｈ
Ｒ
と
患
者
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
が
連
携
し

て
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
力
説
し
た
。

現
在
、
国
も
電
子
カ
ル
テ
の
標

準
化
を
目
指
し
、
厚
生
労
働
省
や

国
会
議
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
お
い
て
集
中
的
な
検
討

が
始
ま
っ
て
い
る
。
東
京
都
医
師

会
で
は
、
す
で
に
複
数
の
電
子
カ

ル
テ
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕

組
み
を
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、

こ
の
分
野
で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
し
て
情
報
発
信
を
続
け
て

い
く
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
映
像
は
東
京
都
医
師
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
医
師
会
第
２
９
７
回

（
臨
時
）
代
議
員
会
が
、
３
月
24

日
（
木
）
に
東
京
都
医
師
会
館
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
行
っ
た
う
え
で
慎
重
に
開
催

さ
れ
た
。
議
事
は
窪
田
美
幸
代
議

員
会
議
長
、
指
田
純
代
議
員
会
副

議
長
が
進
行
し
た
。

会
長
挨
拶

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
今
回
は
マ

ス
ク
越
し
で
は
あ
る
が
、
一
堂
に

会
し
て
代
議
員
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
て
非
常
に
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
」と
述
べ
、「
こ
の
２
年
間
、

私
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
武
器
が
な
い

状
態
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
第
１
波
か
ら
第
６
波
ま
で

闘
っ
て
き
た
が
、
皆
様
の
さ
ま
ざ

ま
な
努
力
に
よ
っ
て
、
東
京
は
な

ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
謝
意
を
示
し
た
。

ま
た
、「
第
６
波
で
は
、
現
在
、

約
４
２
０
０
施
設
の
診
療
・
検
査

医
療
機
関
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
医
療
機
関
の
場
所
を
都

民
が
マ
ッ
プ
上
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
に

お
い
て
発
生
届
を
Ｈ
Ｅ
Ｒ

─

Ｓ
Ｙ

Ｓ
を
用
い
て
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
保
健
所
に
も
速
や
か
に
報
告

が
な
さ
れ
て
、
感
染
者
の
健
康
観

察
を
す
る
仕
組
み
が
で
き
た
」と
、

東
京
が
非
常
に
良
い
体
制
に
な
っ

て
き
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制

等
に
つ
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て
く
る

と
、
２
０
２
５
年
か
ら
２
０
４
０

年
に
か
け
て
、
少
子
“
超
”
高
齢

社
会
が
来
る
の
で
、
少
子
化
対
策

も
絶
対
に
必
要
に
な
る
。そ
し
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

対
策
と
災
害
対
策
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今

後
の
東
京
に
お
い
て
、
病
院
や
診

療
所
が
ど
の
よ
う
に
生
き
残
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
十
分

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

本
の
病
院
と
診
療
所
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
非
常
に
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
で
は
“
東

京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
を

構
築
し
た
。
今
後
、
医
療
機
関
お

よ
び
多
職
種
の
連
携
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
東
京
都
医
師
会
が
新

た
に
立
ち
上
げ
た
“
＊

Ｔ
Ｍ
Ａ
近

未
来
医
療
会
議
”
に
つ
い
て
、「
将

来
的
に
は
労
働
力
の
減
少
に
対
す

る
人
材
の
確
保
や
、
女
性
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
ん
で
仕
事
も
継

続
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
首
都
東
京
で
実
現

す
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
本
会
議

を
立
ち
上
げ
た
。１
年
を
か
け
て
、

２
０
２
５
年
か
ら
２
０
４
０
年
に

か
け
て
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
社
会
保
障
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
こ
と
を
、
有
識
者
も
交

え
て
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と
紹

介
し
た
。

報
告

⻆
田
徹
副
会
長
よ
り
「
令
和
４

年
度
東
京
都
医
師
会
事
業
計
画
」、

大
坪
由
里
子
理
事
よ
り
「
令
和
４

年
度
東
京
都
医
師
会
収
支
予
算
」

の
報
告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

議
事

第
１
号
議
案
「
令
和
３
年
度
東

京
都
医
師
会
会
費
減
免
申
請
に
関

す
る
件
」
は
大
坪
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
、
決
議
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
「
日
本
医
師
会
代

議
員
お
よ
び
同
予
備
代
議
員
の
選

出
に
関
す
る
件
」
は
蓮
沼
剛
理
事

の
説
明
後
、
木
村
暢
孝
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
な
ら
び
に
萩
原
照

久
副
委
員
長
が
登
壇
し
、
選
挙
が

行
わ
れ
た
。
両
選
挙
と
も
に
候
補

者
数
が
定
員
と
同
数
で
あ
っ
た
た

め
、
無
投
票
で
の
選
出
が
決
議
さ

れ
た
。

＊Tokyo Medical Association
東
京
都
医
師
会
は
４
月
12
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
見

解
を
示
し
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
現
在
の
感

染
者
数
の
高
止
ま
り
状
態
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
感
染

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
に
加
え

て
、
若
い
世
代
の
３
回
目
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
重
要
に
な
る
。
若
者
は

感
染
し
て
も
軽
症
で
済
む
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
高
熱
や
頭
痛
、
喉

の
痛
み
な
ど
の
症
状
に
苦
し
ん
だ

り
、
自
宅
療
養
後
に
後
遺
症
で
う

ま
く
社
会
復
帰
で
き
な
い
方
も
い

る
。
ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
特

に
Ｂ
Ａ
．２
）
は
感
染
力
が
強
く
、

大
切
な
家
族
に
病
気
療
養
中
の
方

や
高
齢
者
が
い
れ
ば
、
感
染
が
拡

が
る
こ
と
で
重
症
化
や
命
に
関
わ

る
可
能
性
も
あ
る
。友
達
や
家
族
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、

自
分
が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
考

え
て
み
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、「
多
く
の
方
が
接
種
し

て
こ
そ
、
日
本
の
感
染
状
況
が
収

ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
現
在
は

医
療
機
関
・
集
団
接
種
会
場
と
も

に
接
種
体
制
に
余
裕
が
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

東
京
都
医
師
会 

第
２
９
７
回（
臨
時
）代
議
員
会

医
療
者
と
患
者
の
協
働
の
た
め
に

�
電
子
カ
ル
テ
と
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
連
携
を

第
33
回

医
療
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

田口担当部長

山口理事長

尾﨑会長

尾﨑会長

都医選出日医代議員（定員40名） 都医選出日医予備代議員（定員40名）

当選者一覧

小泉　孝夫	 平澤　精一
繼　　　仁	 熊野　雄一
伊藤　大介	 平川　博之
増田　幹生	 淺野　　優
渡邉　　仁	 浅川　　洋
川上　一恵	 目々澤　肇
遠藤　文夫	 落合　和彦
今井　　均	 市川　菊乃
内藤　誠二	 指田　　純
田部　浩生	 鳥居　　明
鈴木　　洋	 ⻆田　　徹
清水　　寛	 蓮沼　　剛
猪口　正孝	 平井　貴志
木村　　剛	 小林　弘幸
西田　伸一	 窪田　美幸
遠藤　素夫	 新井　　悟
谷平　　茂	 田村　順二
渡邊　英章	 齋藤　寛和
伊藤　隆一	 小松　淳二
稲葉　貴子	 並木　敦也

玉木　一弘	 佐々木　聡
内海　裕美	 嵐　　裕治
新井　　一	 巴　ひかる
堀　浩一朗	 田村　　豊
鳥羽　正浩	 吉本　一哉
小池　竜司	 笠井　清登
相良　博典	 山道　　博
櫻井　　誠	 松坂　　聡
齋藤　英治	 中島　耕一
藤井　大吾	 土谷　明男
大屋敷一馬	 大坪由里子
土屋　　譲	 髙野　学美
髙田　　潤	 三輪　隆子
安井　正人	 内原　正勝
黒瀨　　巌	 林　　泉彦
田原　順雄	 井田　博幸
藤田耕一郎	 津布久　裕
村上　幸人	 川村　雅文
西村　正智	 水野　重樹
弘瀨知江子	 木内　茂之
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吉
祥
寺
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の

と
こ
ろ
に
井
の
頭
自
然
文
化
園

が
あ
る
。
よ
く
「
動
物
園
」
と

思
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ゾ
ウ
の

は
な
子
が
有
名
だ
か
ら
で
、
２

０
１
６
年
５
月
、
69
年
の
生
涯

を
終
え
た
。「
戦
後
間
も
な
い

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
心
を
癒

す
た
め
に
、
ゾ
ウ
を
見
せ
て
あ

げ
た
い
」と
タ
イ
か
ら
贈
ら
れ
、

日
本
各
地
を
訪
れ
た
後
、
１
９

５
４
年
3
月
に
井
の
頭
自
然
文

化
園
に
や
っ
て
き
た
。
は
な
子

は
、
日
本
で
飼
育
さ
れ
た
ゾ
ウ

の
長
寿
記
録
を
２
０
１
３
年
に

更
新
し
た
。
現
在
、
吉
祥
寺
駅

北
口
に
そ
の
銅
像
が
あ
り
、
待

ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
無
論
、
そ
の
他
の

動
物
た
ち
の
展
示
や
小
動
物

（
モ
ル
モ
ッ
ト
）
と
の
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
子

ど
も
を
は
じ
め
大
人
た
ち
に
も

人
気
だ
。

そ
し
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
文
化
園
に
は
も
う
一

つ
の
顔
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
彫

刻
園
」
だ
。
こ
こ
で
は
、
彫
刻

家
の
北
村
西
望
（
１
８
８
４
～

１
９
８
７
年
）
の
作
品
２
０
０

点
以
上
を
展
示
し
て
い
る
。
今

に
も
動
き
出
し
そ
う
な
素
晴
ら

し
い
彫
刻
た
ち
が
雑
木
林
の
中

に
静
か
に
佇
ん
で
お
り
、
動
物

園
と
は
逆
に
、
子
ど
も
た
ち
に

は
少
し
怖
い
よ
う
だ
。
そ
の
彫

刻
の
中
で
も
注
目
し
た
い
の

は
、「
右
手
は
原
爆
を
示
し
、

左
手
は
平
和
を
、
顔
は
戦
争
犠

牲
者
の
冥
福
を
祈
る
」
で
有
名

な
長
崎
の
平
和
祈
念
像
で
あ

る
。
北
村
西
望
が
当
時
、
制
作

し
て
い
た
巨
大
な
彫
刻
の
原
型

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
圧
巻
の

迫
力
だ
。
ま
た
、
そ
の
制
作
の

過
程
が
展
示
さ
れ
た
ア
ト
リ
エ

が
園
の
奥
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん

で
い
る
。

井
の
頭
自
然
文
化
園
は
「
静

と
動
」
が
一
つ
に
な
っ
た
、
吉

祥
寺
で
人
混
み
に
疲
れ
た
ら
逃

げ
込
む
の
に
オ
ス
ス
メ
の
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

（
武
蔵
野
市
医
師
会
・
藤
田
光
裕
）

170２
０
２
２
年
２
月
７
日
時
点
、

都
内
の
病
床
使
用
率
は
55
・
６
％

（
３
８
５
０
人
／
６
９
１
９
床
）

と
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

墨
田
区
内
で
も
入
院
調
整
が
難
航

す
る
事
例
が
頻
発
し
、
有
症
状
者

が
救
急
外
来
に
滞
留
し
て
一
般
の

救
急
医
療
に
も
支
障
を
来
し
て
い

た
。
東
京
都
は
、
都
内
の
入
院
重

点
医
療
機
関
に
１
施
設
あ
た
り
41

床
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
用
の
病
床
の
稼
働
を
要
請

し
て
い
た
（
都
立
・
公
社
病
院
は

85
床
）。
多
く
の
施
設
で
は
、
一

般
医
療
を
縮
小
し
て
一
般
病
棟
か

ら
医
療
従
事
者
を
集
め
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
を

し
て
い
た
。同
愛
記
念
病
院
で
は
、

１
月
24
日
か
ら
専
用
病
床
を
20

床
か
ら
41
床
に
拡
張
し
、
２
月

７
日
か
ら
７
階
病
棟
（
一
般
病

床
45
床
）
を
休
止
し
て
他
病
棟

と
統
合
し
た
。

墨
田
区
は
休
止
し
た
病
院
施
設

を
活
用
し
、
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定

病
院
で
あ
る
東
京
曳
舟
病
院
の
石

原
哲
名
誉
院
長
、
三
浦
邦
久
副
院

長（
筆
者
）が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

と
な
り
、
ま
た
東
京
都
看
護
協
会

か
ら
災
害
支
援
看
護
師
を
派
遣
し

て
い
た
だ
き
、
非
常
勤
看
護
師
や

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
職
員
な
ど

に
対
し
て
Ｐ
Ｐ
Ｅ
着
脱
訓
練
を

行
っ
た
。
墨
田
区
主
導
の
「
臨
時

医
療
施
設
（
病
院
併
設
型
）」（
以

下
、
本
施
設
）
は
最
大
45
床
を
整

備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
墨
田
区

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
用
の
病
床
は
２
４
４
床
か

ら
２
８
９
床
に
拡
充
し
た
（
18
％

増
）。
墨
田
区
民
お
よ
び
都
民
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
患
者
受

け
入
れ
前
の
２
月
10
日
に
山
本
亨

墨
田
区
長
を
交
え
て
、
筆
者
と
平

野
美
和
同
愛
記
念
病
院
院
長
、
西

塚
至
墨
田
区
保
健
所
長
が
報
道
機

関
に
対
し
て
本
施
設
で
内
覧
会

を
開
催
し
た
。

一
般
の
臨
時
医
療
施
設
（
病
院

外
開
設
）
の
手
続
き
の
場
合
は
、

医
療
法
上
病
院
開
設
許
可
が
必
要

で
あ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
都

道
府
県
知
事
の
み
し
か
開
設
で
き

な
い
。
し
か
し
本
施
設
は
、
病
院

の
共
同
利
用
制
度
・
共
同
診
療
制

度
を
適
用
し
た
た
め
医
療
法
の
開

設
許
可
手
続
き
は
不
要
で
あ
り
、

区
長
の
判
断
の
み
で
臨
時
病
床
が

稼
働
で
き
た
。
ま
た
、
病
院
外
施

設
で
は
高
度
医
療
機
器
の
設
置
が

困
難
で
あ
る
が
、
本
施
設
は
病
院

併
設
型
で
あ
る
の
で
Ｘ

─

Ｐ
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
検
査
、
中
等
症
Ⅱ
患
者

の
治
療
に
使
用
す
る
ネ
ー
ザ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒

19
第
６
波

墨
田
区
主
導
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス

臨
時
病
床（
同
愛
記
念
病
院
併
設
型

臨
時
医
療
施
設
）開
設
報
告

�

東
京
曳
舟
病
院 

副
院
長 

三
浦
邦
久

ハ
イ
フ
ロ
ー
の
対
応
も
容
易
に

で
き
た
。

２
月
16
日
か
ら
区
内
の
病
院
や

在
宅
か
ら
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
、
日
勤
医
師
は
東
武
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
ズ
が
仲
介
し
た
医
師
が
、
２

月
の
夜
勤
医
師
は
筆
者
を
は
じ
め

東
京
曳
舟
病
院
救
急
科
医
師
が
担

当
し
た
。
３
月
の
夜
勤
医
師
は
墨

田
区
医
師
会
が
仲
介
し
て
同
愛
記

念
病
院
常
勤
医
師
お
よ
び
筆
者
が

従
事
し
た
。
本
施
設
で
は
、
同
愛

記
念
病
院
７
階
病
棟
で
勤
務
す
る

看
護
師
や
看
護
助
手
は
東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
を
仲
介

し
て
雇
用
し
た
。
入

院
患
者
は
軽
症
か
ら

中
等
症
Ⅱ
で
あ
り
、

２
月
に
入
院
し
た
中

等
症
Ⅱ
患
者
は
都
立

墨
東
病
院
へ
転
院
し

て
退
院
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
受
け
入
れ

は
墨
田
区
保
健
所
、

東
京
都
入
院
調
整
本

部
か
ら
も
応
需
し
、

開
設
は
３
月
末
日
ま

で
で
あ
っ
た
。

知ってますか？

メタバースとは「メタ（超越した）」と「ユニバース（宇宙）」を組
み合わせた造語で、インターネット上に展開される三次元の仮
想空間を表しており、自分自身は「アバター（分身）」として各
種のコミュニケーションを取る。
このようなメタバースの世界は、医療の分野でも広く活用され
るはずだ。オンライン診療は2018年度の診療報酬改定で保
険適用され、2020年4月にコロナ特例で各種の制限が解除さ
れたが、普及には至っていない。アバター同士が交流すれば、
患者側は自分の症状をもっと的確に伝えることができるだろう
し、手術などはアバターの体を使って正確な手順をシミュレー
トできる。メタバースが医療業界を変えていくことだろう。

医療メタバース

この時期は新緑とそよ風がとても気持ち良い

趣 味 の 散 歩

静と動が一つになった
オススメスポット

井の頭自然文化園
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都
医
ニ
ュ
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昭
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年
２
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発
行
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お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
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だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
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３
２
９
４-

８
８
２
１

　

医
師
は
患
者
に
、
そ
の
疾
病
に
対
す
る
正
確
な
知
識
と
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
確
た
る
理
解
を
得
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」（
Ｉ
Ｃ
と
記
さ

れ
る
）で
あ
り
、
本
書
の
総
論
に
お
い
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
と

す
る
時
間
の
評
価
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
Ｉ
Ｃ
に
費
や
し
た
時
間
に
よ
っ
て
、
医
師
と
患
者
の
相
互
の

信
頼
・
理
解
が
深
ま
り
医
療
は
成
立
す
る
。
こ
の
こ
と
が
療
養
担

当
規
則
に
あ
る「
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
行
う
際
に
、患
者
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
懇
切
丁
寧
な
説
明
」で
あ
り
、
カ
ル
テ
に
書
き

留
め
て
お
く
、
算
定
要
件
に
も
な
っ
て
い
る
指
導
内
容
と
し
て
も

必
要
な
知
識
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
日
々
発
展
す
る
医
療
に
お
い
て
、
最
新
の
知
識
を
患

者
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
、
普
段
か
ら
大
変
な
労
力
と
時
間
を

要
す
る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
な
新
興
感
染
症
に
よ
る
災
害

時
医
療
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
そ
の
時
間
を
割
く
こ
と
は
非
常
に

厳
し
い
。
内
科
に
関
し
て
、
本
書
で
は
そ
の
最
新
の
医
療
を
患
者

に
伝
え
る
の
に
必
要
な
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

発
行
▼
医
学
書
院

価
格
▼
５
９
４
０
円（
税
込
）

標準的医療説明
インフォームド・コンセントの最前線
一般社団法人内科系学会社会保険連合 編

菅波由花中野区医師会

　私の趣味ともいえる、片付けに関してご紹介させていただきます。
　子どもの頃から、部屋の模様替えをしたり、引き出しの中を片付
けたりということが好きな子どもではありました。しかし、結婚し
て大学病院で働きながら子育てをするようになると、どんどん忙し
くなり、部屋が物であふれ始めました。しかも息子は落ち着きがな
く、目につくものを何でも触り、何となくバタバタ、イライラする
日々が続きました。
　そんな中、2015年に1冊の本に出会いました。佐々木典士さんの

『ぼくたちに、もうモノは必要ない。』という本です。佐々木さんは
必要最小限のもので暮らす人、いわゆるミニマリストです。その本
には物を減らすことのメリットが書いてあり、当時の私にとっては
目からうろこが落ちたような感覚になりました。その後、こんまり
さんの本や、やましたひでこさんの断捨離本などを読み漁り、我が
家からも段々と物が減っていきました。
　そして、もっと系統立てて片付けを学びたいと思い、整理収納ア
ドバイザー2級を取りました。それまで独学だった
片付けに関してしっかりと学ぶことができたのは、
本当に楽しい経験でした。あくまでも趣味であり、
片付けを仕事にはしないので、1級までは取得しま
せんでしたが、今後余裕があれば挑戦しても良いか
な…。
　写真は我が家のキッチンです。鍋でご飯を炊くの
で、炊飯器はありません。パンも魚焼きグリルで焼
くので、トースターも持っていません。もちろん、
キッチンマットや三角コーナーもありません。なく
ても不便はありませんし、その分掃除が楽です。
　 今、 キッチ ン の 上 に あ る の はGoogle Home 
Miniと、 最 近 購 入 し た 炭 酸 水 メーカーで す。
Google Homeは本当に便利で、「OK Google、お
はよう」の一言で、今日のスケジュール、天気、ラ
ジオニュースなどを教えてくれます。料理中の手が
離せないときも、キッチンタイマー替わりになり、
テレビのチャンネルも話しかけると変えてくれま
す。食材を切らした時にも、「OK Google、ショッ
ピングリストに○○を追加して」と買い物メモ代わ

りにもなります。好きな
音楽も流してくれ、家族
の誰よりも私の言うこ
とを聞い てくれる可愛
い相棒です。
　片付けを通じて、少し
でも暮らしが楽になるよ
うに試行錯誤するのが楽
しい日々です。子ども達
が段々と成長したこともあると思いますが、日々のストレスが減っ
ていったのも、片付けのおかげだと思っています。家族の物を勝手
に捨てるわけにはいかないので、ミニマリストにはなりきれません
が、シンプルで快適な生活を目指して、これからもどんどんお片付
けしていきたいです。
� （中野区医師会新聞 2021年9月 No.651より抜粋）

暮らしを楽にするお片付けライフ
ふれあいポスト 各地区会報から

チューリップ� 板橋区医師会  須藤
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
、
保
健
所
機
能
の
限
界
が

露
わ
に
な
っ
た
。

　

保
健
所
は
情
報
収
集
や
調
整
の

司
令
塔
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。
現
行
の
感
染
症
対
応
を
巡
っ

て
は
、
保
健
所
が
多
く
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
第
５
波
の
際
に

は
感
染
者
の
急
増
に
伴
い
偪
迫
状

態
と
な
っ
た
。
平
時
と
同
様
の
適

切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者

を
生
む
状
態
と
な
り
、
公
衆
衛
生

面
の
保
健
所
機
能
も
混
乱
し
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
混
乱
の
解
消
が
、

今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
を
考

え
る
う
え
で
必
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

【
入
院
調
整
】

　

保
健
所
は
自
治
体
の
管
轄
で
あ

る
。
病
床
の
空
き
具
合
を
把
握
す

る
仕
組
み
は
、
都
道
府
県
が
対
応

し
て
い
る
。
医
療
機
関
等
情
報
支

援
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

─

Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
が

あ
る
が
、
ク
ラ
ウ
ド
技
術
や
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
な
ど
も
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
の
業
務
と
役
割
を
徹
底
し

た
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
っ
た
。

【
自
宅
療
養
者
】

　

保
健
所
が
電
話
で
対
応
し
、
自

宅
療
養
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
た
。
濃
厚
接
触
者
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
ピ
ー
ク
時
の
医
療
体

制
の
現
実
で
あ
り
、
危
機
を
乗
り

切
る
に
は
実
効
性
の
あ
る
細
か
な

政
策
が
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

患
者
以
外
の
診
療
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
。
患
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

結
果
が
出
る
ま
で
の
間
、
重
症
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
他
の
疾
病
に

つ
い
て
も
考
慮
し
な
が
ら
診
療
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
日
常
の
診
療
体

制
を
維
持
す
る
強
い
心
を
失
わ
な

い
こ
と
も
重
要
だ
。

 

（
進
士
雄
二
）

感
染
症
豆
知
識

　私たち順天堂大学の熱帯医学研究グループは、ウガンダ共和国

でアルテミシニン耐性マラリアが出現していることを昨年の秋

『The New England Journal of Medicine』誌に発表した。アルテミシ

ニンはマラリア治療の特効薬であり、限りない数の人々を死の淵

から救ってきた。2015年、発見者にノーベル医学生理学賞が贈ら

れたのは記憶に新しい。しかし2000年代後半には、すでに耐性原

虫が東南アジアのメコン川流域で出現していた。耐性封じ込め政

策によって他地域への拡散は防止できていたのだが、今回ついに

アフリカにもアルテミシニン耐性が出現したのである。

　詳細なゲノム解析により、ウガンダの耐性原虫はアフリカから

独自に出現したことが明らかになった。クロロキンをはじめとし

た既存薬への耐性原虫はいずれも東南アジアで出現し、アフリカ

に入り込むことによって大陸全体に広がっていった。常にほとん

どマラリアがない東南アジアから耐性が出現するのは不思議だが、

そのシナリオ通り歴史は繰り返されてきた。しかし今回のアルテ

ミシニン耐性は、東アフリカから独自に出現していた。欧米の研

究グループも、ウガンダの隣国ルワンダでも耐性が出現している

ことを『The Lancet Infectious Diseases』誌に報告しているが、これ

はアジアともウガンダとも別の起源を持っていた。これから雨後

のタケノコのように同様の報告がアフリカから続くかもしれない。

世界のマラリア患者の9割以上はアフリカに集中しており、アルテ

ミシニン耐性出現のインパクトは極めて高い。現在、アルテミシ

ニンは併用薬とともに使用されているが、重症マラリアでは単剤

の点滴が世界の標準治療である。1970年代終わりにクロロキン耐

性がアフリカで出現し、その後20年以上マラリアが再興した。新

型コロナウイルスの影に隠れているが、コロナ後にマラリアは増

えている。官民アカデミアの連携により、再興感染症であるマラ

リアの「再興」を防止する必要がある。 （文責：美田敏宏）

無 声 拝 聴 新型コロナウイルス　
感染症ピーク時の
保健所機能と日常診療

新型コロナウイルス感染症の影で
マラリアの再興が起こるかもしれない

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

第127回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内 
生涯教育研修セミナー事務局　TEL：03-5363-3611　
E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp 

日時▶6月25日（土）15時～18時　　形式▶WEB講演
講演会▶「免疫異常がもたらす全身性免疫・炎症疾患」
モデレーター▶金子祐子（慶應義塾大学医学部内科学（リウマチ・膠原病）教授）
対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、
東京都地区医師会に所属する医師
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：73、8）

参加費▶無料・事前登録制（申込多数の場合は先着順となります）
※ 詳細は慶應義塾大学医学部のWEBサイト（http://www.med.keio.ac.jp/）の『ニュース』に
て後日お知らせします。

次回セミナー開催予定▶10月22日（土）

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます

～加入資格を喪失した場合は、必ず届出が必要です～

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合  ☎03-3270-6433（業務課）

下記に該当した場合は、添付書類、保険証とともに医師国保組合へ届出を
お願いいたします。

〈資格喪失の届出が必要な場合〉
○  第1種・第3種組合員（医師）が医師会を退会、又は医療の業務に従事し
なくなったとき

○  第2種・第4種組合員（従業員）が退職したとき
○  家族が世帯から転出したとき
○  定められた地区外に住所を異動したとき

※保険証は返還してください

日臨内「かかりつけ医のためのWEB講座」
～スペシャリストがジェネラリストになるために～
問
合
先
日本臨床内科医会　E-mail：jpa@event-mhlab.jp

日時▶6月23日（木）19時30分～21時10分　　形式▶WEB講演
WEB講座▶
①「ヘリコバクターピロリ感染症up to date」石川 進（日本臨床内科医会 学術部消化

器班）②「睡眠時無呼吸症候群」小野容明（日本臨床内科医会 学術部呼吸器班）

③「多発性骨髄腫」麻奥英毅（日本臨床内科医会 学術部血液班）

取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：53、20、59）

申込方法▶右記QRコードまたは当会ホームページをご覧くだ
さい。
参加費▶無料

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス https://www.tokyo.med.or.jp

■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp
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共催
東 京 都 医 師 会

株 式 会 社 ツ ム ラ

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

第
三
内
科
（
呼
吸
器
）　

教
授

�
            

山  

口   

正  

雄  

先
生

昭
和
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座

　
　

呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
学
部
門　

主
任
教
授

相  

良   

博  

典  

先
生

慢
性
咳
嗽
の
診
断
と
治
療

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和4年6月16日（木）� 午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　46、73、79、83
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

新型コロナウイルス感染防止のため、
事前申込制とさせていただきます。

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和4年6月15日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

咳
嗽
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

�

重
要
ポ
イ
ン
ト
山
口
正
雄 

先
生

咳
嗽
は
日
常
診
療
で
高
頻
度
の
主
訴

で
あ
り
、
本
人
に
と
っ
て
は
辛
さ
に
加

え
周
囲
の
人
々
か
ら
受
け
る
精
神
的
重

圧
も
大
き
い
。
呼
吸
器
感
染
症
だ
け
で

な
く
喘
息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
胃
食
道
逆
流

症
な
ど
多
彩
な
疾
患
が
背
景
に
あ
り
得

る
こ
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─
19
、
肺
結
核
、

肺
癌
な
ど
も
紛
れ
こ
む
こ
と
か
ら
注
意

を
要
す
る
。

日
本
呼
吸
器
学
会
か
ら
『
咳
嗽
・
喀

痰
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
９
』、

そ
し
て
最
近
日
本
咳
嗽
学
会
か
ら
専
門

医
の
た
め
の
指
針
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
で
は
治
療
的
診
断
に
加
え
て
、
頻

度
は
低
く
と
も
早
く
診
断
に
至
る
べ
き

疾
患
へ
の
考
慮
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

急
性
（
３
週
間
未
満
）
お
よ
び
遷
延
性

（
３
週
間
以
上
）・
慢
性
（
８
週
間
以
上
）

に
分
け
て
現
実
に
即
し
た
対
応
の
流
れ

や
、
専
門
医
へ
の
紹
介
の
目
安
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。

本
講
演
で
は
、
頻
度
の
高
い
疾
患
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
柔
軟
に
対
応
し

鑑
別
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
点
を
お
伝

え
す
る
。

咳
・
痰
・
慢
性
呼
吸
器
疾
患
に

�

対
す
る
漢
方
の
応
用
相
良
博
典 
先
生

咳
嗽
は
、
患
者
が
医
療
機
関
を
受
診

す
る
も
っ
と
も
頻
度
の
高
い
症
状
で
あ

る
。
咳
は
持
続
期
間
に
よ
り
、
急
性
咳

嗽
、
遷
延
性
咳
嗽
、
慢
性
咳
嗽
と
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
急
性
咳
嗽
の
ほ
と

ん
ど
は
感
染
症
に
よ
る
も
の
だ
が
、
遷

延
性
咳
嗽
、
慢
性
咳
嗽
の
病
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
治
療
診
断
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
慢
性
咳
嗽

は
気
管
支
喘
息
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
副
鼻
腔

気
管
支
症
候
群
、
咳
喘
息
、
ア
ト
ピ
ー

咳
嗽
、
感
染
後
咳
嗽
、
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
な
ど

に
鑑
別
さ
れ
る
。

漢
方
診
療
は
、
咳
と
痰
だ
け
で
は
な

く
、
発
熱
や
体
力
の
有
無
、
精
神
面
な

ど
の
全
身
状
態
に
も
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
。
高
齢
者
や
胃
腸
虚
弱
な
者
は

漢
方
治
療
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
最

近
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
誤
嚥
性
肺
炎

な
ど
、
漢
方
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
思
う
。

本
講
演
で
は
、
自
身
の
経
験
お
よ
び

多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
か
ら
考
察
を
加
え

て
み
た
い
。

オンライン（Webex）のみで開催します。
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　2021年5月より、小金井市医師会長に就任しました。どうぞよ
ろしくお願い致します。
　小金井市は東京都のほぼ中央に位置し、近隣7市と接しています。
「はけ」と呼ばれる多摩川河岸段丘の各所に黄金（こがね）に値する
豊富な湧水があり、黄金井と称したことが地名の由来ともいわれて
います。小金井公園や武蔵野公園、野川公園など緑も多く、自然
豊かなところです。
　災害にも例えられる新型コロナウイルス感染症の拡がりですが、
会長就任以来、医師会の事業も新型コロナ対策が中心となってい
ます。小金井市内には診療・検査医療機関が多いため、外来診療、
健康観察事業に関しては対応できていますが、訪問診療を行う医
療機関が少ないため、自宅療養者への往診やオンライン診療など
の対応は十分とは言えず、今後の課題と考えています。
　新型コロナワクチンに関しては接種が順調に進み、2021年6月
には日本医師会から「ワクチン接種推進のための好事例」として和
歌山県医師会、福島県相馬郡医師会と共に小金井市医師会が取り
上げられました。順調に進んだ背景には、個別接種・集団接種を
問わず医師会員の多大な協力があったことが一番の要因ですが、
行政、薬剤師会、看護師会等との連携が円滑だったことも大きい
と思います。ワクチン供給やロジスティクスなどの最新情報を共有
し、さまざまな可能性を考えたうえで迅速に対策を検討しました。
このことは、異なる職種との連携の重要性を再認識する機会とな
りました。多職種連携は地域包括ケアシステムの構築に重要です
が、災害対策にも必要になってきます。
　小金井市は人口約12万人で北多摩南部医療圏（他に武蔵野市、
三鷹市、府中市、調布市、狛江市）に属していますが、そのなか

でも災害拠点病院を持たない数少ない地域です。リハビリテーショ
ン病院、精神科病院を除くと市内に病床数200以上の病院はあり
ません。小金井市医師会の会員数はA会員75名、B会員68名で
すが、日中でも市内の医師総数は200人に満たず、そのなかで災
害医療に従事できる医師は更に限られます。コロナ禍での災害は、
通常の災害以上に人的・物的資源を必要とします。緊急医療救護
所では傷病者のトリアージを行いながら、感染疑いの有無でエリア
を分けるスペースも確保しなければなりません。避難所や救護所
に頼らない在宅避難や分散避難も行わなければならないため、そ
の際の安否確認や避難方法の啓発には行政、訪問看護、介護事
業所の協力、そして災害医療には歯科医師会、薬剤師会、柔道整
復師会、看護師、助産師など多職種の関係者の協力が必要です。
　先日、東北地方で震度6強の大きな地震があり、東京都でも震
度4を記録して停電も広範囲で起きました。東日本大震災を想起
された方、首都直下型地震や南海トラフ地震などを心配された方
もいらっしゃるかと思います。小金井市では毎年、大規模な防災
訓練、市内の小金井太陽病院と桜町病院でのトリアージ訓練、図
上訓練、医師会館や緊急医療救護所に医師会員が集まる参集訓
練を医師会、行政、関係団体が協力して行ってきました。しかし、
最近2年間は新型コロナの影響で中止した事業も多くあり、このタ
イミングで大災害が起こると対応が追い付かないことも十分考えら
れます。災害対策を充実させるには市内の医療初動体制を確立し、
近隣各市、災害拠点病院をはじめとする近隣医療機関との連携を
密にすることが重要です。また、多職種の方々の協力が不可欠で
すので、地域包括ケアシステムの構築を進め、顔の見える関係をよ
り深めていきたいと思います。

地区医師会長からの一言
コロナ禍の災害対策
小金井市医師会長　小松淳二
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